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令和７年４月 

食肉事業者・促進費交付事務委託団体の皆様 

 

     一般社団法人日本畜産副産物協会 

 

特定危険部位の見直しに係る牛せき柱事業について 

 

平成２５年４月から、ＢＳＥ対策の見直しに関する食品安全委員会における

食品健康影響評価結果に基づき、牛せき柱を含む食品等に係る基準の改正が行

われ、30 月齢以下の牛に由来するせき柱を食品等の原材料として使用すること

が可能となりました。 

しかしながら、引き続き 30月齢を超える牛のせき柱は規制の対象であり、30

月齢以下の牛に由来するせき柱であることが確認できないせき柱や分別管理を

行わない場合は、30 月齢を超える牛に由来するせき柱として扱うこととされて

います。このため、本年度の牛せき柱適正管理等推進事業についても、昨年と同

じ内容で継続されることとなりました。 

 

記 

 

１．特定危険部位の見直しと規制 

月齢が 30月以下のせき柱を、食用や飼料用油脂原料、肥料用肉骨粉等原料と

して利用するためには、30月齢超のせき柱との分別管理が必要です。 

 

（１）食用に供する場合 

   食用としてせき柱付きの部分肉（Ｔボーンステーキ用）やエキス原料として

30月以下のせき柱を使用する場合の分別管理に当たっては、「特定危険部位の

管理及び牛海綿状脳症検査にかかる分別管理等のガイドラインの改正につい

て」（平成 29 年 2 月 13 日付け生食基発 0213 第 1 号、生食監発 0213 第２号、

厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部基準審査課長、監視安全課

長通知）の３の食肉処理業、食肉販売業、せき柱の加工業等における分別管理

によるので留意してください。なお、このガイドラインは、平成 25 年 2 月 1

日に通知され、平成 25 年 6 月 3 日に改正された後、直近では平成 29 年に改

正されています。（別紙１参照） 

  

（２）飼料用油脂原料に供する場合 

飼料用油脂原料として利用する場合の分別管理に当たっては、「飼料および

飼料添加物の成分規格等に関する省令の一部を改正する省令の施行について」

（平成 25年 3月 25日付け 24消安第 6202号消費・安全局長通知）の第３の

農林水産大臣の確認手続きによるので留意してください。 

（別紙２参照） 
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（３）肥料用肉骨粉等原料に供する場合 

肥料用肉骨粉等原料として利用する場合の分別管理に当たっては、「肥料

取締法に基づき普通肥料の公定規格を定める等の件の一部を改正する告示等

の施行について」（平成１６年２月２６日付け１５消安第６３９８号）の別

紙基準２の別添１の「牛の部位を原料とする肥料の生産業者による原料収集

先の確認基準」によるので留意してください。 

（別紙３参照） 

肥料用肉骨粉等原料の供給先としては、蒸製骨粉製造事業者が代表的にな

ります。 

 

 

２．令和７年度牛せき柱事業 

本年度の牛せき柱事業は次のとおりであり、これらのせき柱の処理処分は、

従来どおり促進費の交付申請の対象となります。 

（１）枝肉確認票は、従来どおり発行者（と畜場、食肉センター）より、月齢に

関係なく全ての枝肉に発行されます。 

（２）せき柱の処理処分 

１）30月齢超のせき柱は、従来どおりＳＲＭですので、焼却等の適正処分を

行ってください。 

２）30 月齢超と以下を分別せずに混合して排出するときも、従来どおりで

す。 

３）30月齢以下のせき柱を廃棄物として処分するときも、従来どおりです。 

（３）分別管理のせき柱 

30月齢以下のせき柱が食品等の原材料として利用可能となったことにより、

30月齢以下のせき柱を食用や飼料用油脂原料、肥料用肉骨粉等原料として販

売した場合は、本事業の対象外となります。 

この対象外となった枝肉確認票は、焼却等により適切に処分してください。 

 

３．30月齢以下のせき柱の利用と枝肉確認票について－報告のお願い－ 

（１）食肉事業者の方々へ 

30月齢超と以下のせき柱を分別管理し、30月齢以下のせき柱を販売される

事業者は、本事業の上期と下期の促進費交付申請のときに、様式１「令和７

年度 上期（下期）せき柱分別報告書」にご記入のうえ、促進費交付事務委託

団体に提出してください。 

 

（２）促進費交付事務委託団体の方々へ 

上記１の食肉事業者から、様式１「令和７年度 上期（下期）せき柱分別報

告書」の提出がありましたら、上期と下期の委託費請求書等を送付されると

き、この報告書を同封してください。 



様式１ 

令和７年度 上期 せき柱分別報告書 

 

牛せき柱の３０か月齢超と以下のせき柱の分別管理の実施により、３０か

月齢以下のせき柱を販売したので、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

 

せき柱の用途別の枝肉確認票 

分割票の枚数 

①枝肉確認票 

  （枚） 

②分割票 

  （枚） 

計 

①×６＋②（枚） 

事業申請した枝肉確認票       (a)    

30か 

月齢 

以下 

食用とした枝肉確認票  (b)    

飼料用油脂原料とした 

枝肉確認票       (c) 

   

肥料用肉骨粉等原料とした

枝肉確認票            (d) 

   

計      (a)＋(b)＋(c)+(d)    

 

 ３０か月齢以下のせき柱の販売に伴い、事業申請外となった枝肉確認票は

焼却等により適正に処分したこと併せて報告します。 

 

 

一般社団法人 日本畜産副産物協会会長殿 

 

令和７年  月  日 

 

住 所 

会社名 

役職名 

氏 名               



  



様式１ 

令和７年度 下期 せき柱分別報告書 

 

牛せき柱の３０か月齢超と以下のせき柱の分別管理の実施により、３０か

月齢以下のせき柱を販売したので、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

 

せき柱の用途別の枝肉確認票 

分割票の枚数 

①枝肉確認票 

  （枚） 

②分割票 

  （枚） 

計 

①×６＋②（枚） 

事業申請した枝肉確認票       (a)    

30か 

月齢 

以下 

食用とした枝肉確認票  (b)    

飼料用油脂原料とした 

枝肉確認票       (c) 

   

肥料用肉骨粉等原料とした

枝肉確認票            (d) 

   

計      (a)＋(b)＋(c)+(d)    

 

 ３０か月齢以下のせき柱の販売に伴い、事業申請外となった枝肉確認票は

焼却等により適正に処分したこと併せて報告します。 

 

 

一般社団法人 日本畜産副産物協会会長殿 

 

令和８年  月  日 

 

住 所 

会社名 

役職名 

氏 名               
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別紙１ 
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別紙３ 
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